
顛末書 

名 称 中野市北部地区小学校統合準備委員会 第３回施設部会 

日 時 平成31年３月７日（木） 午後６時30分～午後７時40分 

会 場 平岡小学校 

出席者 

・出席委員 10 名 

武田利彦、児玉悠子、小山朋美、藤井善章、風間伸一、吉家一雄、 

宮澤俊樹、上原一雄、田中功、下川昌平 

・事務局職員等  

小林学校教育課長、阿藤学校教育課長補佐兼総務係長、久保施設係長、 

池田指導主事、吉越技師、宮崎主査、宮津先生、掛川先生 

次 第 

１ 開 会 

２ あいさつ 

３ 会議事項 

⑴ 施設整備について 

   ・プール整備 ・正門アプローチ ・エレベーター棟 等 

４ その他 

   会議終了後、北側増築棟の現地視察 

５ 閉 会 

主な質問・意見等 

【プール関係】 

 ●プールの工事は５月から解体工事を始めてシーズンに間に合うのか。 

   → ＦＲＰのプールとする予定であり、部材の大半は工場で製作し、

現場へ据付する工事となるため、授業に間に合うようにする。 

 ●プールサイドはどのような造りになるのか。 

   → ゴムチップ（滑り止め、焼け焦げない、水溜りが出来ない）を

予定している。 

●プール内に更衣室はあるのか。 

   → プール付属棟の中に更衣室を設けている。 

 ●猛暑が続いているので、テントは備え付けで設置しないのか。 

→ プールの授業がある時だけ設置する。 

【正門アプローチ関係】 

 ●幅（門から門の間）はどのくらいあるのか。 

   → 約 13ｍです。 

 ●門自体の大きさはどのくらいか。 

   → 高さ約 1.3ｍ、長さは約 2ｍです。 

 ●門柱でなく塀式にした理由はどうか。 

  → 転倒事故のないように配慮し、高さが出ないデザインをリクエ

ストした。 

 ●幅が 13ｍもあるので、間が抜けるというか、逆に邪魔にならないか。 

  片方はいらないとか。 

 ●イメージは中野平中学校の正門に似ている。門が離れているので、校

名が英語表記と日本語表記とふたつあるが、片方のみと思われてしま

う。 

 ●門の前に花壇スペースを設けたりしても、それぞれ独立しても格好に

はなると思う。ただ両方セットだと気疲れする。 

 ●門の始まりの位置は、現在の門の位置からと考えている。 

 ●まわりと下のインターロッキングと門の統一感をもって設計してほし

い。 

  → 今日の意見を設計者に伝え、提案いただくようにしたい。 



 ●不審者の対応で門を閉められるようにしないのか。 

   → 他の学校も今はそうなっていない。学校の周りを囲わなくては

いけないのか、開け閉めを誰がやるのか、これからの学校も封

鎖したりできるようにした方がよいのか、今後も検討していか

なければならないと考えます。 

 ●どこまで舗装になるのか、また、どこまで続くのか。 

   → アスファルト舗装で北側駐車場まで施工したい。 

 ●北側から登校する児童はいないのか。 

  → います。 

 ●北側も歩車分離を考えてほしい。 

   → 現在スロープ部分を児童が通れる階段として改修していきた

い。 

 ●北側から来る児童のためにも安全対策を考えていただきたい。 

 ●道路から中に入った 3ｍ位のところはインターロッキングにしたらど

うか。車も停めにくくなる。 

 ●子どもが歩くところは車との事故も多いが、何か保護する策はあるの

か。 

   → イベント時に駐車場としたいので、何か工夫できることを考え

ます。 

 ●車道は水を吸い込むアスファルトにするのか 

   → 排水計画も考え検討したい。地下浸透も含めて検討したい。 

 ●今の作りのままだとグラウンドからの雨水が流れ出してくるので、グ

ラウンドより高くしないとせっかくのインターロッキングが砂だらけ

になってしまう。 

 ●歩車分離で舗装のカラーも何通りか提案してほしい。 

●正門の文字について、校歌の額などもそうだが統一感が全体にあった

方がいいのか、いろんな人に加わってもらった方がよいのかトータル

で考えたいところがある。校歌の額はみんな見るが、校門の字は見な

いかと思われる。 

●できるだけ地元の方に文字を書いてもらうのがよいのでは。 

【トイレ・ＥＶ棟関係】 

 ●トイレは車椅子の方も入れるか 

  → ドアの幅は入れる。奥に多目的に準ずる造りになっている。各

フロアー男女あり。 

 ●トイレの扉はつくのか。 

 → プライバシーの保護、臭気の問題があるため、設置してある。 

 ●正面に鏡がつくのか。 

   → どのエレベーターにも標準でつく。 

 ●エレベーターは途中でバッテリー交換とかしなくてよいように。 

   → メーカー含めて実績や技術的な検討など設計者と協議していき

たい。 

【その他】 

●腰板も地元のものを使用していただけるのか。 

   → ４区共有林の木を使用して施工していく予定です。 

今回のまとめと

次回の検討事項 

●今回の意見を聞いた中で、設計に反映できるか検討し、進めていく。 

●今後、昇降口の改修イメージ、図書室の改修イメージの情報提供をして

いく。 

 


